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消防団春季点検
　　　　　中継送水訓練

（２・３ページに関連記事）
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１ 分列行進

２ 通常点検

　 地町消防団員を
募集しています！

消防団は、町の安心と安全を守るという大切な役割を担っています。
　消防団員は、普段は自分の職業を持ちながら、「自分たちのまちは自分た
ちで守る」という郷土愛の精神に基づき、地域を守るための活動をしていま
す。男性に限らず、女性でも、学生でも、地域に貢献したい方の入団を募集
しています。

【活動内容】
　火災発生時における消火、地震や風水害といった大災害発生時の
救助・救出、警戒巡視、避難誘導などのほか、平常時においては、訓練、
地域の防火指導、広報活動などに従事します。女性消防団員も救命
講習会や火災予防広報などの活動を行っています。

【消防団員の身分と入団資格】　
　消防団員は非常勤特別職の地方公務員です。入団資格は下記の３点
を満たす方となります。
１．新地町に居住している方、又は勤務している方
２．年齢が 18 歳以上の方
３．健康な方

◎問い合わせ　総務課　総務係（電話：６２－２１１１）広報しんち R6.5.5（ 3）

新

入団をお待ちしています！
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　町内小・中学校の入学式が４月８日にそれぞれの学校で行われ、福田小学校９名、新地小学校
31 名、駒ケ嶺小学校 20 名、尚英中学校 56 名が新しい環境で、新たな仲間たちとの学校生活をスター
トしました。
　尚英中学校では、新１年生たちが真新しい制服に身を包み、緊張や期待を胸に抱きながら新しい
学校生活をスタートさせました。安良公広校長先生は「新入生には自ら考えること、相手に自分の
考えをわかりやすく伝えること、仲間と協力すること、学業や部活へ積極的に挑戦することを心掛
けて欲しい。」と式辞を述べました。

小・中学校入学式

新小学生 60 名、新中学生 56 名が入学

まちの話題まちの話題

▲新地小学校 ▲駒ケ嶺小学校

▲福田小学校 ▲尚英中学校

町内一斉の環境美化運動

早朝からのご協力ありがとうございました
　３月 24 日、早朝６時から町内一斉に環境美化運動が実施され
ました。
　早朝にも関わらず多くの町民が参加し、道路などに捨てられた
ごみを拾いました。
　今回の運動で拾った可燃ごみ、カン、ビンなどの総量は、2,260kg
でした。年々、環境美化運動で拾うごみの量は減少してきていま
す。ご協力ありがとうございました。
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SHINCHI TOWN NEWS

百歳賀寿贈呈式

　寺島俊子さん（特養）：写真左が２月 13 日に、長塚とき江さん（特養）：写真右が４月１日に満
100 歳の誕生日を迎えられました。
　賀寿を記念して、町より賀寿賞状とお祝い金が、また県より賞状と記念品が贈られ、長寿を祝い
ました。長寿の秘訣は寺島俊子さんは、「好き嫌いなく食べること、字を読むこと、笑うこと。」
長塚とき江さんは、「明るく元気に前向きに、魚のナマモノ以外好き嫌いせず食べること、負けん
気が強いこと。」だそうです。

令和６年能登半島地震支援金

支援金を各団体からいただきました
　３月 26 日に尚英中学校第４期卒業生の古希同
級会を代表して幹事の加藤光照さん、新地町行政
区長会を代表して会長の荒和之さんと理事の佐藤
義幸さんが、４月４日には福田婦人会の本田牧子
さんと目黒さきいさんが町役場を訪れ、大堀町長
に支援金を手渡しました。　 
　令和６年能登半島地震の被害を受けた各市町村
に向け、少しでも力になればという思いで寄せら
れました。支援金は、被災された市町村に贈られ、
被災者の復興支援に役立てられます。

▲新地町行政区長会

▲尚英中古希同級会

▲福田婦人会

寺島俊子さん、長塚とき江さん賀寿贈呈

（写真左 佐藤さん：写真中 荒さん） （写真 目黒さん：写真中 本田さん）
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　ラボラトリーワークグループ大阪主催による理科実験ショーが３月 29 日に新地町文化交流セン
ターで行われました。
　元四天王寺大学准教授の壇上慎二氏による「風船ロケットづくり」、日本分析化学専門学校非常
勤講師の高野裕恵氏による「色の不思議、光の不思議」の二部構成で行われました。　
　第一部では、風船をどうしたら遠くまで飛ばすことができるのかについて、慣性の法則を含めな
がらわかりやすく解説がなされたうえで実際に風船ロケットをつくり飛ばしてみました。
　第二部では、参加者に炎の色は何色かと問いかけると、赤、オレンジなどの回答がでました。他
の色にすることができるかどうか、十分に安全に配慮した上で、実際に実験を行いました。その他、
赤い色のうがい薬にビタミン C を混ぜることで透明にしたり、映写機からの光をプリズムに通して
色別に分けることで光が見えるようにする実験を行いました。

第２回新地町理科実験ショー

実験を通して楽しく学ぶ

まちの話題まちの話題

　大阪電気通信大学の主催によるテクノフェア in 新地町が３月 30 日・31 日の２日間にわたり、新
地町文化交流センターで行われました。
　基礎理工学科の斎藤安貴子教授、森田成昭教授、ゲーム・メディア学科の由良秦人教授、それぞ
れの学科の学生らによって、ポリフェノールの含有量を比べる、特殊インクを作ってあぶり出しの
手紙をつくる、太陽を浴びて色が変わるバルーンスラムつくり、静電気クラゲつくり、人形を使っ
たアニメーションつくり、光のステンドグラスつくり、置き盤をつかったアニメーションつくりの
７つのブースが並びました。
　ビニールひもを割いて、クラゲに見立てた物を、静電気を利用してなるべく長い時間空中に浮か
せるように挑戦したりなど、学生に教えてもらいながら挑戦していました。

テクノフェア in 新地町が開催されました

作って学ぶ楽しい２日間



広報しんち R6.5.5（ 7）

　　新地アーバンデザインセンター（UDC しんち）
活動報告（2024 年５月号）

　３月 31 日㈰、新地町初の地域食堂のプレオープンにご参加いただいたみなさま、ありがと
うございました。大人 40 名、子ども 31 名、合
計 71 名のお客さまを、地域食堂「あんしんち」チー
ム総勢 33 名がお迎えしました。会場を無償で提
供してくださったデイサービス自遊楽校さん、昨
年 11 月から準備を重ねてきた地域食堂「あんし
んち」実行委員会のみなさん、そして、今回のプ
レオープンを様々な形で支えてくださった地域内
外のみなさんの力が集結したことで、新しい形の多世代交流の場が新地町に生まれました。
当日のアンケートでは「小さい子からお年寄りまでが集う、にぎやかで心地いい場所だった。
また来たい」などの嬉しい感想をいただきました。このような人と人をつなぐ地域づくりの活
動を、UDC しんちはこれからも応援していきます。

　４月 16 日㈫、UDC しんちで地域食堂「あんし
んち」の第５回ワークショップを開催しました。
プレオープンのふりかえりや今後の活動などを
話し合い、次回の地域食堂を６月 30 日㈰に駒ヶ
嶺公民館で開催することとなりました！
　みなさん、どうぞご参加ください♪

　４月 16 日㈫、「子どもの居場所」チームの第２回のワークショップでは、参加者が理想とす
る「居場所」を言語化し、チーム内で共有するという作業を行いました。参加者それぞれが抱
く最終的な姿は異なるものの、学校外で子どもたちが安心して過ごせる場所を創りたいという
想いは共通しており、そのための環境づくりに関するテーマにまで話題がおよびました。今後
は、近隣で同じような活動をしている事業所の視察などを行いながら、年度内の開所に向けた
スケジュールを具体化していくことになります。当日は福島イノベ機構から３名の視察があり、
ワークショップにメンバーとして参加いただき「子どもの居場所」チームとの交流を深めまし
た。
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『夏空　東京湾臨海署安積班』　　　　今野　敏『夏空　東京湾臨海署安積班』　　　　今野　敏

◎一般書

図書館へ行こう図書館へ行こう
＝新着本・ＣＤ・ＤＶＤのご案内＝＝新着本・ＣＤ・ＤＶＤのご案内＝

Let's go to Library

　高齢者の運転トラブル、半
グレの取り締まり、悪質なク
レーマー…守るべき正義とは
何か。ドラマ化もされた大ロ
ングセラー ｢安積班｣ シリー
ズ熱望の最新刊！

『碧空の音』   　　　　　　　　あさの　あつこ
『大人女子、投資始めます』
『一宮を訪ねる旅・東日本編』
『65 歳からの Android スマホ』
『専門医が教える！

　　　　腎機能を守る食べ方・運動・生活習慣』
 『北斎と広重』

      　　    　    ５月の読み聞かせ会５月の読み聞かせ会
　　　　　  日時　５月 18 日（土）　　　　　  日時　５月 18 日（土）
　　　 　　　　　 　　　 　　　　　 11 時～ 11 時 30 分11 時～ 11 時 30 分
　　　申込みは不要です。当日、図書館視聴覚室へ
　　　お集まりください。

図書館ＨＰ

ホームページ
はこちらから

◎問い合わせ　図書館　( 電話：６２－５０３１）

《お知らせ》
『フランク・ロイド・ライト－世界を結ぶ建築』

を寄贈いただきました

　　　　　　　　　華麗な装飾、自然との調和、
　　　　　　　　素材と構法の革新、未来的なヴ
　　　　　　　　ィジョンの数々…。フランク・
　　　　　　　　ロイド・ライトに関する近年の
　　　　　　　　調査研究の成果。新地町出身の
　　　　　　　　建築家、遠藤新との関係につい
　　　　　　　　ても数多く記されています。

『新地校舎閉校舎記念誌　自由の海を漕ぎぬかむ』
を寄贈いただきました

　　　　　　　　　明治 39 年に開校し、令和６年
　　　　　　　　３月に惜しまれながら閉校 ( 舎 )
　　　　　　　　した旧新地高等学校の沿革をま
　　　　　　　　とめたもの。｢最近十年間の学校
　　　　　　　　生活｣ では、生徒の活き活きと
　　　　　　　　した学校生活の写真も掲載され
　　　　　　　　ています。
　　　　　　　　　

図書館カレンダー（５月）
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

■■は休館日

《展示コーナー》

『こどもの読書週間おすすめ図書展示』
　読んでビンゴの実施も 30 日㈭までです。
　ぜひお早めにご参加ください！

『本屋大賞 2024』　
　全国書店員が選ぶ 2024 年本屋大賞は、『成
瀬は天下を取りにいく』宮島未奈 ( 新潮社 ) に
決定しました！

　『季節のおすすめ絵本』
～運動会 ･ 母の日がテーマの絵本～

◎ＣＤ
『Dream Songs: The Essential Joe Hisaishi』　

　　　　　　　　　　　　　　　　　久石　譲

『カレーはあとのおたのしみ』シゲタ　サヤカ
『ねこのさら（落語絵本）』　  　　　　川端　誠
『さんすうの天才 ウキウキ小学１年生』
『人間は料理をする生きものだ』

◎ D V D
『ガブっとモグモグゴックン体操』
『ＲＲＲ』

◎児童書

『『このかべどうする？　みらいへのちからこのかべどうする？　みらいへのちから』　　　』　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二 歩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 二 歩
　 　男の子が旅にでた。草花を

かき分けて進むと、目の前に
とても高い壁が。男の子は地
面を掘ったり、壁に穴を開け
たり、いろいろな方法を確か
めてみた。失敗してもなんど
も挑戦して…。｢壁をこえる方
法はひとつじゃない｣ 課題解
決力に繋がる絵本。
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　昔々、高田に嘘こぎ名人で石田佐治兵衛と言う爺様がいたったと。
　ある時、この佐治兵衛にお城から呼び出しがかかったんだと。

「はて、なにか悪いことしたべか。なしてお城さ呼ばらっちゃんだべ。身に覚えが無えんだげんと。
もしかしたら嘘ばかりこいでっから、お殿様にごしゃがれんであんめぁな。お手打ちにでもされ
たら、なじょすっぺ。」と心配しいしいお城さ上がったど。
　見だごともねぇ広い庭を通ってこれまた見だごともねぇ立派な部屋さ通さっちゃと。めんこい
お女中がお茶やお菓子を置いて行ったども、お茶もお菓子も喉を通らねがったと。しばらくすっ
と、すうっと襖が開いて、お殿様がおいでになったと。

「その方が佐治兵衛が。」
　佐治兵衛はたっぴらこく※１なって

「ははぁ」
　と、頭を擦り付けてお辞儀をしたと。

「佐治兵衛。お前は嘘をつくのがうまいというが本当か。」
　とお殿様が聞くので、佐治兵衛は恐る恐る

「ははぁ。世間の皆はそう言うども、俺はなにも悪い噓をついだことねぇです。」
　と申し上げたと。

「あはははは。何もお前を咎
とが

め立てするのにここに呼んだんでねぇ。お前の嘘を聞いてみだくて
呼んだんだ。何か上等な嘘こいでみろ。」
　って殿様が言ったと。

「ははぁ」
　ほっとした佐治兵衛は、少し考えて、くそまじめな顔をしてこう言ったと。

「今、十八里※２も伸びている藤の花が見ごろでございます。」
「なんと。十八里もある藤の花ってがっ。十八里もあるんではさぞかし見事な藤の花だべな。そ

れはぜひ見たいものだ。」
　と、殿様は佐治兵衛を連れで、イリ山さ行ったと。殿様があだりほどり※３を見渡してもその
ような見事な藤は見当たらねぇんだと。

「これ、佐治兵衛っ。藤の花はどこだ？どこさあんだ？」
　って殿様が聞いたれば、佐治兵衛は、目の前にぶら下がっている藤の花を指差したと。ほんで
もどう見てもその藤は十八里もあるようには見えねぇがったと。

「佐治兵衛。なじょに見ても十八里あるようには見えねぇべ。」
　って言ったれば、佐治兵衛は澄ました顔して

「お殿様。こっちの木はクリの木でござりやす。あっちの木もクリの木でござりやす。こっちの
クリ、つまり九里からあっちの九里までだから、あわせれば十八里の藤でござりやす。」
　と言ったもんだから、お殿様は大笑いして、すっかり感心してしまったと。

（お殿様を感心させるほどの嘘をついた佐治兵衛。後半に続きます。お楽しみに）
※１たっぴらこく　平たく、平らに。
※２十八里　１里は約４ｋｍ。18 里は約 72 ｋｍ。
※３あだりほどり　そこいらじゅう。近辺。近隣。
　新地語ってみっ会では、語り部による昔話や紙芝居など毎月第３土曜日 13 時 30 分から二羽
渡神社南、おがわ観海堂（小野俊雄宅離れ）にて参加費無料で、公開しています。興味のある方
はぜひご参加ください。

◎問い合わせ　新地語ってみっ会（電話：６２－２４４１）

嘘こぎ佐治兵衛（前編）
町の昔話コーナー町の昔話コーナー

嘘こぎ佐治兵衛（前編）
町の昔話コーナー

嘘こぎ佐治兵衛（前編）嘘こぎ佐治兵衛（前編）
町の昔話コーナー

嘘こぎ佐治兵衛（前編）
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り
、
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
で
す
。
よ
く

観
察
し
、「
お
父
さ
ん
こ
い
の

ぼ
り
が
上
な
ん
だ
ね
！
」
と
発

見
が
あ
っ
た
り
、「
そ
の
上(

吹

き
流
し)

は
何
？
」
と
疑
問
が

あ
が
っ
た
り
す
る
な
ど
興
味

津
々
！
５
歳
児
で
は
絵
の
具
、

４
歳
児
で
は
ク
レ
パ
ス
を
使
う

な
ど
、
様
々
な
道
具
を
使
用
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に

合
わ
せ
た
方
法
で
製
作
を
楽
し

み
ま
し
た
。

●
春
の
遠
足

●
春
の
遠
足

2222
日　

駒
ヶ
嶺
保
育
所

日　

駒
ヶ
嶺
保
育
所

2323
日　

新
地
保
育
所

日　

新
地
保
育
所

2828
日　

福
田
保
育
所

日　

福
田
保
育
所

●
育
児
サ
ロ
ン

●
育
児
サ
ロ
ン

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

５
月
の
行
事
予
定

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
早
く
も

１
か
月
が
経
ち
ま
し
た
。
４
月

に
入
所
し
た
子
も
、
進
級
し
た

子
も
新
し
い
環
境
に
慣
れ
、
元

気
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

春
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

︵
４
歳
児
ク
ラ
ス
︶

　

磁
石
の
お
も
ち
ゃ
で
ア
ク
セ

サ
リ
ー
を
作
り
、
ご
っ
こ
遊
び

を
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。

Ｍ
ち
ゃ
ん
「
見
て
見
て
！
か
わ

い
い
で
し
ょ
～
？
」

Ｒ
ち
ゃ
ん
「
ほ
ん
と
だ
！
か
わ

い
い
ピ
ア
リ
ン
グ
‼
」

　

ピ
ア
ス
と
イ
ア
リ
ン
グ
が
混

ざ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
♡
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母と子の健康 スケジュール
健康診査等 対象者 日時（受付時間）

母子手帳交付
妊娠とわかったら、なる
べく早く母子手帳の交付
を受けましょう。

５月 10 日㈮
５月 24 日㈮
６月７日㈮

９：00 ～ 10：00

離乳食相談会 ５年９月～ 12 月生 ５月 14 日㈫
９：45 ～ 10：00

１歳６か月検診 ４年８月～ 10 月生 ５月 13 日㈪
13：00 ～ 13：15

３か月児検診 ５年 12 月 21 日～　　
　　　　６年２月 22 日

５月 22 日㈬
13：00 ～ 13：15

◎問い合わせ・会場　保健センター（電話：６２－２０９６）
※乳幼児健診の際には、『母子手帳』『バスタオル』『問診票』を
持参してください。当日体調が悪い場合や、都合の悪い方は、
保健センターにご連絡ください。

た

ろ新地町新地町
児童館児童館

ん

ぽ

ば

ひ
ぽ

Shinchi Town
Children's 
House

　

４
月
10
日
新
地
町
児
童
館
で

「
令
和
６
年
度
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ

ば
開
講
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
は
月
２
回
、

保
育
所
や
幼
稚
園
に
入
所（
園
）

前
の
親
子
を
対
象
に
、
午
前
10

時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
エ

プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。「
こ
の
子
は
11
か
月
だ
け

ど
１
歳
７
か
月
だ
と
あ
ん
な
こ

と
も
で
き
る
の
ね
。」「
い
ろ
ん

な
お
子
さ
ん
に
会
え
て
よ
か
っ

た
！
」
と
、
参
加
し
た
親
子
同

士
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
身
近
な
花
に
ふ
れ

る
「
楽
し
い
生
け
花
」
と
町
内

の
保
育
所
が
見
学
で
き
る
「
福

田
保
育
所
と
の
交
流
会
」
が
あ

り
ま
す
。「
保
育
所
っ
て
ど
ん

な
と
こ
ろ
？
」
と
関
心
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
午
前
10
時
か
ら
12

時
ま
で
児
童
館
の
遊
具
で
遊
べ

る
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
も
行

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

新地町児童館ご利用案内
開 館 時 間　月曜から土曜　10 時から 18 時
休 館 日　日曜日・祝日・年末年始
午 前　なかよしひろば（月曜から土曜）
　 　　たんぽぽひろば（月２回）
午 後　児童クラブ
　　　　　※土曜・長期休業期間は８時から 18 時
◎問い合わせ　児童館（電話：６２－４４３２）

たんぽぽひろばの予定
月日 内容 場所

５月 15 日㈬ 楽しいいけばな 児童館

５月 22 日㈬ 保育所との交流会 福田
保育所

６月５日㈬ 保育所との交流会 新地
保育所

※参加には事前の予約が必要です。
※年間行事予定は「子育て支援サイト」
をご覧ください。 子育て支援

サイト HP

ホームページ
はこちらから

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

　
　
　
　
　
　
　
開
講
式
♪

　
　
　
　
　
　
　
開
講
式
♪

　
　
　
　
　
　
　
開
講
式
♪
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暮らしの情報暮らしの情報

i nformation

　
要
介
護
等
予
防
！

　
高
齢
者
の
住
宅
改
修
費

　
を
助
成
し
ま
す

　

町
で
は
、
高
齢
者
が
自
宅
で

転
倒
等
に
よ
り
要
介
護
・
要
支

援
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
簡

易
な
住
宅
改
修
を
行
う
改
修
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象

手
す
り
の
設
置
、
段
差
解
消
、

和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器
へ
変

更
等
の
住
宅
改
修

対
象
者　

次
の
要
件
を
満
た
す
方

①
住
宅
改
修
の
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
住
宅
に
居
住
す
る
60
歳

以
上
の
方
で
、
介
護
保
険
法
の

規
定
に
よ
る
要
介
護
ま
た
は
要

支
援
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方②
世
帯
の
生
計
中
心
者
の
所
得

が
児
童
手
当
施
行
令
（
昭
和
46

年
政
令
第

281
号
）
の
児
童
手
当

所
得
制
限
限
度
額
以
下
の
方

助
成
額

住
宅
改
修
に
要
し
た
費
用
の

100

分
の
90
を
乗
じ
て
得
た
額
（
１

円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し
、
限

度
額
18
万
円

助
成
件
数　
３
件
（
希
望
者
多

数
の
場
合
は
審
査
の
う
え
決
定

し
ま
す
。）

申
込
期
限　
７
月
１
日
㈪

申
込
方
法　

都
市
計
画
課
窓
口
に
備
付
の
申

請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

住
宅
係

☎
６
２
―
２
１
１
３

　『
福
島
さ
わ
や
か

　
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』

　
要
望
や
苦
情
を

　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

５
月
は
「
福
島
さ
わ
や
か
行

政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
月
間

で
す
。

　

国
、
県
、
町
や
特
殊
法
人
等

の
仕
事
に
つ
い
て
、
行
政
相
談

委
員
が
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
日

行
政
相
談
委
員
は
毎
月
10
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
平
日
）
に

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員　
荒
礼
子
さ
ん

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課　

総
務
係　

☎
６
２
―
２
１
１
１

　「
来
て
　
し
ん
ち
」

　 

住
宅
取
得
支
援
事
業

　 

補
助
金
に
つ
い
て
　

　

町
で
は
、
新
地
町
に
移
住
し

新
築
住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て

世
帯
ま
た
は
新
婚
世
帯
の
方
に

対
し
、
取
得
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
各
種
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

補
助
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
と

し
、
限
度
額

100
万
円

申
請
期
間

建
築
請
負
契
約
ま
た
は
売
買
契

約
か
ら
１
年
以
内

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

住
宅
係

☎
６
２
―
２
１
１
３

　
空
き
家
改
修
等
支
援
事
業

　
補
助
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
空
き
家
を
購
入
し
、

リ
フ
ォ
ー
ム
や
新
築
を
伴
う
空

き
家
の
解
体
を
行
う
新
婚
世

帯
、
子
育
て
世
帯
、
県
外
移
住

者
等
の
方
に
対
し
、
リ
フ
ォ
ー

ム
等
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に
は
各

種
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

補
助
額

・
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
２
分
の

１
の
額
と
し
、
限
度
額

150
万
円

・
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用

と
し
、
限
度
額
30
万
円

・
空
き
家
の
解
体
工
事
費
の
２

分
の
１
の
額
と
し
、
限
度
額

80
万
円

補
助
加
算
額

・
多
子
世
帯
（
子
供
を
２
人
以

上
扶
養
し
て
い
る
世
帯
）
の
場

合
20
万
円
加
算

・
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

た
空
き
家
を
購
入
し
た
場
合

20
万
円
加
算

・
一
定
の
面
積
（
一
般
型
誘
導

居
住
面
積
）
以
上
の
場
合
20
万

円
加
算

補
助
対
象
空
き
家

補
助
申
請
を
行
う
年
度
の
前
年

度
の
４
月
１
日
以
降
に
購
入
し

た
空
き
家
が
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

住
宅
係

☎
６
２
―
２
１
１
３
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海水浴場監視員募集

新
地
駅
乗
車
券
類

　
発
売
業
務
の
受
託
者

　
募
集

　

新
地
駅
乗
車
券
類
発
売
業
務

の
受
託
者
を
、
下
記
の
要
領
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

業
務
内
容

新
地
駅
で
の
乗
車
券
類
の
発
売

と
こ
れ
に
付
帯
す
る
業
務

募
集
人
員
　
１
名
程
度

委
託
期
間

契
約
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31

日
。
な
お
、
別
段
の
意
思
表
示

が
な
い
場
合
は
、
次
の
１
年
間

契
約
を
更
新
し
ま
す
。

委
託
時
間

７
時
か
ら
17
時
ま
で
の
う
ち
、

実
質
的
な
勤
務
時
間
が
３
時
間

以
上
と
な
る
よ
う
相
談
の
上
決

定
し
ま
す
。
勤
務
日
に
つ
い
て

も
相
談
の
上
決
定
し
ま
す
。

委
託
料

新
地
駅
で
発
売
し
た
乗
車
券
類

に
一
定
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た

手
数
料

応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
（
所
在
地
）
を

有
す
る
個
人

②
１
年
以
上
継
続
し
て
従
事
で

き
る
こ
と

③
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が

で
き
る
こ
と

募
集
期
間

５
月
２
日
㈭
か
ら
５
月
21
日
㈫

ま
で

応
募
方
法

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
も
し
く
は
役
場
企

画
振
興
課
に
あ
る
申
込
用
紙

（
履
歴
書
）
及
び
健
康
状
態
申

告
書
に
よ
り
申
込

受
託
者
決
定

町
で
書
類
及
び
面
接
に
よ
り
選

考
の
上
、
受
託
者
に
後
日
連
絡

し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課　

企
画
調
整
係

☎
６
２
―
２
１
１
２

町では次のとおり海水浴場監視員を募集します。
職務内容　釣師浜海水浴場の監視・清掃等
募集人員　５名程度　　
雇用期間　７月中旬頃～８月中旬頃
勤務時間および賃金　８時 30 分～ 16 時 30 分　日給７，９００円
応募資格　勤務開始時 18 歳以上 ( 高校生は除く ) の健康で泳げる方で町が指定する安全講
習会（１日）に参加できる方
申込方法　履歴書を役場企画振興課まで提出してください。  ( 郵送可 )
募集期限　６月 25 日㈫（当日必着）
◎申込・問い合わせ　企画振興課　環境未来まちづくり振興係　（電話：６２－２１１２）

　町では海水浴場開設に伴い、海の家営業者を募集します。
募集内容　海の家営業者
営業内容　釣師浜海水浴場内での飲食物販売・海水浴用品のレンタル等
募集事業者数　１～２業者程度
※応募者多数の場合営業内容等を審査し町で選考の上決定します。
応募資格
①新地町観光協会員または新地町商工会員であること
②出店にあたり必要な資格・免許を有しており、また必要な届出等を自身で行えること　　
※その他にも説明する内容がございますので、申し込みされる場合は、役場企画振興課まで　
ご連絡ください。
募集期限　６月 18 日㈫
◎申込・問い合わせ　企画振興課　環境未来まちづくり振興係　（電話：６２－２１１２）

海水浴場海の家営業者募集
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台湾へ災害義援金目録を贈呈しました
　町は、東日本大震災で、台湾から約３億円の支援を受け、被災した高齢者向けの共同住宅を整備しました。
当時の支援への恩返しとして、４月 23 日に大堀町長と遠藤議長が東京都港区にある台北駐日経済文化代
表処を訪問し、台北駐日経済文化代表処の蔡明耀（サイメイヨウ）政務公使に災害義援金目録を贈呈しま
した。
　４月３日に発生した台湾東部沖地震の被害を受けた台湾の被災地の方々に向けたもので、災害義援金と
して 500 万円を４月 19 日に国際送金し、台北駐日経済文化代表処を通じて、被災地に贈られ、被災者の
復興支援に役立てられます。

生
涯
学
習
応
援
事
業

　「
移
動
教
室
」

　

町
で
は
、
町
民
等
の
サ
ー
ク

ル
・
団
体
が
自
主
的
に
事
業
、

講
座
等
を
行
う
際
に
、
講
師
謝

礼
の
一
部
を
負
担
し
、
生
涯
学

習
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
い
ま

す
。

対
象　
町
内
に
在
住
・
在
勤
し

て
い
る
10
名
以
上
で
構
成
さ
れ

た
サ
ー
ク
ル
・
団
体

支
援
期
間

令
和
７
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

※
申
込
は
令
和
７
年
３
月
７
日

㈮
ま
で

要
件　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体

①
社
会
教
育
活
動
を
目
的
と
し

て
い
る
こ
と

②
自
主
的
な
生
涯
学
習
活
動
に

意
欲
が
あ
る
こ
と

③
政
治
団
体
・
宗
教
団
体
で
な

い
こ
と

④
町
の
補
助
金
・
助
成
金
を
受

け
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
︵
講
師
料
︶

町
予
算
内
で
の
一
部
負
担

申
込
方
法

補
助
を
希
望
す
る
サ
ー
ク
ル
・

団
体
は
、
講
座
等
を
実
施
す
る

20
日
前
ま
で
に
、
新
地
公
民
館

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

○
支
援
は
原
則
と
し
て
各
サ
ー

ク
ル
・
団
体
に
対
し
１
回
の
み

と
し
ま
す
。

○
活
動
に
係
る
諸
経
費
（
材
料

費
等
）
は
、
主
宰
す
る
サ
ー
ク

ル
・
団
体
で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

〇
大
学
教
授
な
ど
謝
礼
の
高
い

講
師
は
対
応
出
来
ま
せ
ん
。

○
会
場
の
手
配
や
周
知
等
は
、

主
宰
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
終
了
後
、
講
座
等
実
施
時
の

写
真
を
２
枚
程
度
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

新
地
公
民
館

☎
６
２
―
２
０
８
５

JR 駒ケ嶺駅前にトイレを整備
JR 駒ケ嶺駅前に水洗トイレを整備しましたので、ご利用
ください。
　財源として、一般財団法人福島県電源地域振興財団の

「みらいを創る市町村等支援事業助成金」を活用しました。
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新
地
町
職
員
出
前
講
座

　

 

職
員
出
前
講
座
は
、
み
な
さ

ん
の
聞
き
た
い
内
容
を
学
習
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
、

町
職
員
等
が
講
師
と
な
り
、
町
政

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
町
の
仕
事
の
理
解
を
深

め
、
将
来
に
つ
い
て
学
び
あ
う
事

業
で
す
。

利
用
対
象

町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
10
人
以
上
の
者
で
構
成
さ
れ

た
団
体

開
催
場
所

町
内
に
限
る

申
込
方
法

原
則
と
し
て
講
座
開
催
希
望
日
の

20
日
前
ま
で
に
、
新
地
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

担
当
課
の
業
務
や
日
程
な
ど
の
都

合
に
よ
り
、
開
催
日
時
な
ど
、
ご

希
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

新
地
公
民
館

☎
６
２
―
２
０
８
５

学習メニュー 担当課

○新地町の組織と行政の仕事　○新地町の防災　○新地町の財政 総務課

○選挙制度について 選挙管理委員会

○まちづくり（総合計画）について　○新公共交通制度について 企画振興課

○町税のしくみ 税務課

○新地町の環境行政（ゴミの状況、ゴミの出し方など） 町民課

○しんちの子育て　○乳幼児の子育てのポイント
○幼児レクリエーション（幼児と遊ぶポイント） 町民課（保育所）

○児童福祉の概要　◯高齢福祉の概要　◯障がい福祉の概要　○介護保険制度
○国民年金制度　○国民健康保険制度　◯後期高齢者医療制度 健康福祉課

○健康講座（生活習慣病予防など）　◯健康を守るための食生活のポイント
◯感染症予防対策について

健康福祉課
（保健センター）

○経営所得安全対策について　○農作物等鳥獣被害対策について　
○日本型直接支払 ( 多面的機能支払）制度 農林水産課

○しんちの道路・河川 建設課

○都市計画について　○住宅行政について　○下水道のしくみ 都市計画課

○議会のしくみ 議会事務局

○農地と法律（農地転用・農地の売買・耕作放棄地対策等）
◯農業者年金制度 農業委員会事務局

○新地町の歴史と文化財　○新地貝塚と三貫地貝塚 教育総務課

○読書講座　○読み聞かせ 図書館

○介護教室（高齢者疑似体験） 社会福祉協議会

○認知症サポーター養成講座 地域包括支援センター

○応急手当・AED 取り扱い講習　○普通救命講習 ( 資格取得 ) 相馬広域消防新地分署

○みんなのくらしを支える相馬港　○重要港湾　相馬港の果たす役割 小名浜港湾事務所
相馬港出張所
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新
地
町
奨
学
金
返
還

　
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
町
の
将
来
を
担
う

若
者
の
定
住
を
図
る
た
め
、
町

内
に
定
住
し
て
就
業
す
る
方

が
、
町
の
奨
学
金
を
返
還
す
る

た
め
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。　
　

助
成
金
額　
　
　
　
　
　
　
　

前
年
度
に
返
還
し
た
奨
学
金
返

還
額
相
当
分
（
上
限
18
万
円
）

申
請
要
件　
以
下
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
方
が
申
請
で

き
ま
す
。

・
新
地
町
の
奨
学
金
を
返
還
し

て
い
る
方
（
前
年
度
で
返
還
終

了
し
た
方
を
含
む
）

・
大
学
等
を
卒
業
し
、
就
業
し

て
い
る
方
（
公
務
員
を
除
く
）

・
助
成
金
の
申
請
時
に
お
い
て

本
町
に
住
所
を
有
し
、
定
住
の

意
思
が
あ
る
方

・
町
税
お
よ
び
奨
学
金
返
還
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
方

申
請
方
法

新
地
町
奨
学
金
返
還
支
援
事
業

助
成
金
交
付
申
請
書
に
次
の
必

要
書
類
を
添
付
の
う
え
教
育
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
民
票
の
写
し

・
町
税
等
の
納
税
証
明
書
ま
た

は
非
課
税
証
明
書

・
労
働
条
件
通
知
書
ま
た
は
就

労
証
明
書

申
請
期
限　
５
月
31
日
㈮

◎
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課　

総
務
学
校
係

☎
６
２
―
４
４
７
７

自動車税・軽自動車税定期課税の
お知らせ

「納期限は５月 31 日㈮」
　自動車税 ( 種別割 )・軽自動車税 ( 種別割 ) は、
毎年４月１日現在で車検証上の所有者 ( 割賦販売
の場合は使用者 ) に課税されます。
　昨年からこれまでの納付方法に加え、地方税統
一ＱＲコードなどでの納付ができるようになりま
した。

　【スマートフォン決済アプリからの納付】
　納付に使用できるスマートフォン決済アプリを
起動し、納付書に記載の「ＱＲコード」を読み取
ることで電子納付ができます。

【地方税お支払いサイトからの納付】
「地方税お支払いサイト」にアクセスし、納付書

に記載の「ＱＲコード」を読み取ることで、クレ
ジットカード払いなどで電子納付ができます。
詳しくは町ホームページか地方税 お支払いサイト

（利用者向けホームページ）をご覧ください。

◎問い合わせ
・自動車税（種別割）に関すること
相双地方振興局県税部課税課

（電話：２６－１１２７）
・軽自動車税（種別割）に関すること
町税務課

（電話：６２－２１１９）

詳しくはこちら
地方税お支払いサイト

( 利用者向けホームページ ) 
QR コードは

（株）デンソーウェーブの
登録商標です

　
障
が
い
福
祉
事
業
所
と

　
企
業
の
交
流
会
を
開
催

　
し
ま
す

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
に

対
す
る
理
解
・
促
進
を
目
的
に
、

障
が
い
福
祉
事
業
所
と
企
業
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
障
が
い
特
性
が

あ
り
ど
の
よ
う
な
仕
事
が
で
き

る
の
か
、
ま
た
、
企
業
が
求
め

る
人
材
や
障
が
い
者
雇
用
の
制

度
に
つ
い
て
な
ど
、
ま
ず
は
障

が
い
福
祉
事
業
所
と
企
業
が
お

互
い
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
労
に

関
心
の
あ
る
企
業
や
福
祉
事
業

所
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
26
日
㈬

13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
13
時
15
分
～
受
付
開
始
）

場
所　
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
は
ま
な
す
館
）　

対
象
者　

・
障
が
い
者
雇
用
を
行
っ
て
い

る
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
企
業

の
方

・
障
が
い
者
の
就
労
支
援
を

行
っ
て
い
る
福
祉
事
業
所
の
方

申
込
方
法　

６
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た

は
参
加
申
込
書
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
ま
た
は
健

康
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

☎
６
２
―
２
９
３
１

　広報しんち４月 20 日号に掲載しました「新地町
のりあいタクシーしんちゃんＧＯ利用券返金対応問
い合わせ先（新地町商工会）」の連絡先が誤ってお
りました。
　お詫びして訂正します。

（誤）２６－３７２０
（正）６２－２４４２
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わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

︻
わ
く
わ
く
料
理
教
室
︼

開
催
日
時

５
月
19
日
㈰

10
時
30
分
～
12
時

13
時
30
分
～
15
時

場
所

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド　

ふ
れ
あ
い

キ
ッ
チ
ン

内
容

午
前
:
旬
の
炊
き
込
み
ご
飯
、

レ
ン
ジ
で
作
る
茶
碗
蒸
し
、
他

午
後
:
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
、
フ

ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

定
員　
各
回
３
組
９
名
ま
で

※
１
組
３
名
ま
で

参
加
対
象

午
前
:
親
子

午
後
:
小
学
生
以
下
の
方

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
ハ
ン
ド

タ
オ
ル
、髪
を
束
ね
る
も
の（
三

角
巾
、
ヘ
ア
ゴ
ム
等
）

参
加
費　
１
組
１
︐
０
０
０
円

応
募
方
法

電
話
に
よ
る
先
着
受
付

５
月
５
日
㈰　

10
時
よ
り
受
付

開
始

申
込
事
項

・
参
加
者
氏
名
、
参
加
人
数
、

電
話
番
号
、
参
加
希
望
時
間
帯

※
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

終
了
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
厳
正
か
つ
適
正
に
管
理
し
、

本
イ
ベ
ン
ト
以
外
の
目
的
に
は

使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

☎
６
２
―
４
７
２
２

献血にご協力お願いします

日時　５月 28 日㈫
受付　13 時～ 15 時 30 分
場所　新地町役場前広場
◎問い合わせ
保健センター（電話：６２－２０９６）

令和６年度環境省委託業務（放射線健康影響に係る研究調査事業）
「放射線スキルアップ研修 2024」参加者募集

　福島県内の防災士を対象に、放射線防災に関する知識と技術の習得を目的にした「放射線スキルアッ
プ研修」を開催します。

開催日時　・第１回　６月 15 日㈯　  ９時 30 分～ 16 時 30 分
　　　　　・第２回　８月３日㈯　　９時 30 分～ 16 時 30 分
　　　　　・第３回　10 月 19 日㈯　13 時～ 16 時 30 分
　　　　　・オプショナルツアー（希望者のみ）：７月１日㈪　８時～ 17 時 20 分
　　　　　　東京電力福島第一原子力発電所・南相馬原子力災害対策センター等見学
開催場所　第１回・第２回：相馬市総合福祉センター　
　　　　　第３回：福島県立医科大学
　　　　　※全３回すべて参加できる方を募集します。
対象者　　防災士有資格者
参加費　　無料
参加申込　右のＱＲコードまたは以下の問い合わせ先へ直接
申込期限　６月７日㈮

◎問い合わせ　福島県立医科大学大学院医学研究科　国際被ばく保健看護学講座　　　　　　　　
　　　　　　　教授　佐藤美佳
　　　　　　　（電話：０２４－５４７－１８９４）

献血にご協力お願いします

日時　５月 28 日㈫
受付　13 時～ 15 時 30 分
場所　新地町役場前広場
◎問い合わせ
保健センター（電話：６２－２０９６）
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お
し
ご
と
相
談
会
５
月

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
お
し
ご
と

相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。「
仕

事
が
し
た
い
け
ど
、
自
分
に
は

何
が
で
き
る
だ
ろ
う
」「
年
金

だ
け
で
は
不
安
だ
。
少
し
の
時

間
で
も
働
け
る
仕
事
は
な
い
か

な
」
な
ど
仕
事
に
つ
い
て
お
悩

み
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
あ
な

た
の
就
職
を
応
援
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
16
日
㈭

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所
　
新
地
町
役
場　

１
階　

　
　
　

１
０
１
相
談
室

内
容　
就
職
活
動
に
対
す
る
相

談
や
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
の

書
き
方
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

働
き
た
い
ネ
ッ
ト
か
ら

　
の
お
知
ら
せ

︻
出
張
求
職
者
カ
フ
ェ
︼

　
働
き
た
い
ネ
ッ
ト
の

　
　
　
　
就
職
応
援
マ
ル
シ
ェ

︻
参
加
無
料
・
予
約
不
要
︼

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
馬
に
求
職
者

カ
フ
ェ
が
や
っ
て
き
ま
す
！
就

職
活
動
に
役
立
つ
支
援
が
無
料

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
15
日
㈬　

９
時
～
12
時

場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
馬
２
階
会
議
室

支
援
メ
ニ
ュ
ー

・
証
明
写
真
撮
影　

※
撮
影
希
望
の
方
は
ス
ー
ツ
等

の
着
用
が
お
す
す
め
！
貸
出
用

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
有

・
応
募
書
類
作
成

・
面
接
対
策

・
適
職
診
断　

等

ホームページ
はこちらから

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会

☎
０
２
４
―
５
２
４
―
２
１
２
１

ホームページ
はこちらから

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

ン
タ
ー
南
相
馬
事
務
所

☎
２
３
―
１
２
３
９

「
山
火
事
に
注
意

　
　
　
し
ま
し
ょ
う
！
」

　

例
年
、
こ
の
時
期
は
、
山
菜

採
り
や
散
策
な
ど
で
山
林
へ
の

出
入
り
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

山
火
事
を
未
然
に
防
ぎ
、
貴

重
な
森
林
を
守
る
た
め
に
は
一

人
一
人
の
心
掛
け
が
必
要
で

す
。
山
林
へ
入
る
と
き
は
、
火

の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
、

山
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

①
山
林
周
辺
の
枯
草
等
の
あ
る

場
所
で
は
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
た
め
、
た
き
火
、
野
焼
き
を

控
え
る
こ
と
。

　

も
し
、
た
き
火
等
を
す
る
場

合
は
消
火
の
準
備
を
し
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
こ
と
。

②
強
風
時
及
び
乾
燥
時
は
、
山

林
周
辺
で
の
た
き
火
等
は
行
わ

な
い
こ
と
。

③
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
で
の
み
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は

か
な
ら
ず
消
す
と
と
も
に
絶
対

に
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

④
山
林
内
で
の
火
遊
び
は
絶
対

に
し
な
い
こ
と
。

令
和
６
年
全
国
統
一
防
火
標
語

︻
守
り
た
い

　
　

未
来
が
あ
る
か
ら　

　
　
　
　
　
　
　

火
の
用
心
︼

山
火
事
予
防
標
語

︻
忘
れ
な
い

　
　

山
の
恵
み
と

　
　
　
　
　
　
　

火
の
始
末
︼

◎
問
い
合
わ
せ

新
地
分
署　

予
防
係

☎
６
２
―
２
１
１
７

「
福
島
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
」

で
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

福
島
県
で
は
、
県
民
の
皆
様

が
、
様
々
な
災
害
情
報
や
防
災

情
報
を
簡
単
に
確
認
し
、
迅
速

な
避
難
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
新
し
い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
福
島
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
」

を
公
開
し
ま
し
た
。

　
「
福
島
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
」

で
は
、
最
新
の
気
象
情
報
、
道

路
規
制
情
報
や
河
川
の
水
位
情

報
（
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
画
像
含

む
）、
避
難
情
報
や
避
難
所
開

設
情
報
な
ど
が
地
図
上
に
分
か

り
や
す
く
表
示
さ
れ
、
早
め
の

避
難
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
「
福
島
県
防
災
ポ
ー
タ
ル
」

で
最
新
の
情
報
を
確
認
し
、
災

害
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

確
認
方
法

Ｗ
ｅ
ｂ
で
「
福
島
県　

防
災

ポ
ー
タ
ル
」
と
検
索
す
る
か
、

次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
県
災
害
対
策
課

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
９
４

ホームページ
はこちらから
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誕生おめでとう
（令和６年３月 21 日～令和６年４月 20 日届出）

　     （子ども）　　　　（親）　　　　   （地　区）

咲
さ な

花　　合津卓哉・由美　　深　町

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

 人口　/　7,579 人　　　（ － 18）

 　男　/　3,781 人　　　（ － 12）

 　女　/　3,798 人　　　（ － ６ ）

世帯数 /　2,780 世帯　    （ ＋ ４ ）

４月１日現在（　）は前月比

人の動き
福島県現住人口
調査月報に基づく

（敬称略）

◎問い合わせ
町民課　生活環境係

（電話：６２ー２１１６）

資
源
ご
み

種別 当月収集量 前月との差

可燃ごみ 131,070 ＋ 20,890
不燃ごみ 7,690 ＋ 2,510

ビン 4,220 ＋ 830
カン 2,030 ＋ 660
ペットボトル 2,030 ＋ 10
容器包装 3,310 ＋ 600
新聞 2,260 － 410
雑誌 1,010 － 390
ダンボール 1,640 － 490

（単位：kg）

３月分　ごみ収集量
　町で収集している可燃、不燃、資源ご
みの収集量をお知らせします。

〈分別のお願い〉
　粗大ごみは、家庭の日常生活から生じたたんすや
自転車などの大型のごみです。
　家電リサイクル対象品や農業用器資材、布団など
は収集できません。
　ゴミの分け方・出し方を確認して出してください。

　軽自動車税（種別割）　　全期

　５月 31 日㈮までに納付、または引落
口座残高の確認をお願いします。

◎問い合わせ　
　税務課　　  （電話：６２－２１１９）

今月の
納付

（特養）

社会福祉協議会の『弁護士無料相談所』
　生計、相続、借金などの専門的な相談にも応じます。
日常生活でお悩みの方は申し込みの上、ご相談下さい。
日時　６月 10 日㈪　13 時～ 15 時
場所　町保健センター内
担当弁護士　ひばり法律事務所（南相馬市）
　　　　　　西山  健司弁護士
※都合により担当弁護士が、変更になる場合がありま
す。相談を希望される方は、町社会福祉協議会までお
申し込み下さい。
◎申込・問合せ
町社会福祉協議会（電話：６２－４２１３）

ご冥福をお祈りします
（令和６年３月 21 日～令和６年４月 20 日届出）

　　 （名前）　　          （年齢）　   （地区）　　　

　荒　龍世　　  　     79 歳　   鉄炮町

　荒　祥智　　　       91 歳　   中　里

　山木　マサ子　     103 歳　   上真弓

　黒　　幸則　　　　81 歳　　   岡

　大久　正子　　       71 歳　   小　川

　愛澤　チヨ　　       96 歳　   小　川

　佐藤　忠茂　　       76 歳　   雁小屋

　志賀　忠彦　　       79 歳　   富　倉

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。
（敬称略）

（特養）

脛脛
巾月月
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４月 15 日の３歳児健診では、
むし歯ゼロの子どもは 11 名でした。

たいへん
よく

できました！

佐藤　一冴くん
（城　内）

新妻　心翔くん
（中　里）

加藤　燈李くん
（岡）

横田　幸泰くん
（明　地）

森　悠陽くん
（杉　目）

加藤　瑛太くん
（新地町）

目黒　里帆ちゃん
（富　倉）

鈴木　遥月ちゃん
（大戸浜）

齋藤　凛ちゃん
（中　里）

鈴木　畔菜ちゃん
（雁小屋）

杉目　采子ちゃん
（杉　目）

　今年の『自然体験ハイキング』は、福島市のシンボル「信夫山」です。信夫山は、熊野、羽黒、
羽山の三山からなり、羽黒、月山、湯殿の三神社がまつられ、古来から信仰の山とされております。
　また、福島市内を一望できる展望台や公園などもあるので、四季を通して市民の憩いの場となっています。
　登山した後は、飯坂温泉へ向かい、温泉で入浴も楽しめます。（入浴料は各自負担）
　初夏の草花や景色を楽しみながら、一緒に軽登山をしてみませんか。

日 時：６月２日㈰　　※小雨決行　８時 50 分集合・９時出発
　　　　　　17 時　農村環境改善センター到着（予定）
集 合 場 所：農村環境改善センター前駐車場
目 的 地：信夫山（福島県福島市）
募 集 定 員：25 名
　　　　　　※定員になり次第、受付終了となります。お早めに申込をお願いいたします。
募 集 期 間：５月 24 日㈮まで
参 加 料：１, ０００円（バス代等）　※ご持参の上、新地公民館まで申し込みください。
持 物：  タオル、着替え、昼食、お風呂セット（必要な方）、 飲み物等、雨具、
　　　　　　その他必要な物
主催・協力：新地町教育委員会・新地町スポーツ推進委員

◎申込・問い合わせ　新地公民館　（電話： ６２－２０８５）

自然体験ハイキング

むし歯ゼロの子どもは 11 名でした。

自然体験ハイキング自然体験ハイキング

◎申込・問い合わせ　新地公民館　（電話： ６２－２０８５）

：  タオル、着替え、昼食、お風呂セット（必要な方）、 飲み物等、雨具、

むし歯０
ゼ ロ

の子どもたち


